
筒先取扱い要領 
 

１ 筒先各部の名称 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 筒先を背負う要領 
  右手でノズル付近（回転部分以外）を持ち、左手で背負いひもの中央部を持ち、右手

を頭上に、左手を右腋窩にして、頭及び左腕を背負いひもにくぐらせ、ノズルが右肩に

元金具が左腰の近くにくるようにする。 
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３ 筒先をおろす要領 
  左手で筒先の取手近くのプレイパイプを握り、元金具を腹部から頭上へ移動し、背負

いひもを右手で持って頭をくぐらせ、右手はノズル付近（回転部分以外）を持ち、左手

はプレイパイプに持ち変える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 筒先の結合要領 
  左足先で、オス金具がやや上を向くように金具付近を押さえ、オス金具に筒先を合わ

せて差し込んで結合した後、筒先を引いて結合（ツメが掛かっていること）を確認する。 
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５ 基本注水姿勢 
（１）右手は取手を握って右腰にあて、左手はノズル付近（回転部分以外）又はプレイパ

イプ上部を握って仰角概ね３０度で保持し、体形は左足を１歩前へ踏み出し、膝をや

や曲げると同時に体重を前方に置き、右足は放水の反動力を抑えるため、まっすぐ伸

ばし前傾姿勢をとる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ノズル操作時は、右手を筒先から離さないように滑らせながらプレイパイプ中央部

付近へ移動し、筒先を右脇下と右腕で確実に抱え、左手を筒先から離さずに滑らせな

がらノズルを握り、徐々に操作する。 
   ノズル操作が終わったら、左手を離さないように滑らせてプレイパイプ上部に移動

させ、次いで、右手をプレイパイプから離さないように滑らせながら取手を握り、基

本注水姿勢をとる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 注水補助 
  補助員は、筒先員の反対側１歩後方（約７０ｃｍ）に位置し、右足を１歩踏み出して

右手で筒先側、左手でポンプ側のホースを持ち、反動力に耐え得るやや腰を落とした前

傾姿勢で注水補助を行う。 
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